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受付番号： 

 

【研究課題名】 

患者情報システムを用いた集中治療部の機能評価（JIPAD: Japanese Intensive care Patient 

Database 事業） 

【研究期間】 

西暦 2022 年 10 月(倫理委員会承認後) ～2025 年 3 月 

【研究の対象】 

特定集中治療室加算を算定している集中治療室に入室したすべての患者 

【研究の目的・方法】 

 

本研究では ICU での患者情報管理システム(PDMS)を利用して、ICU の機能評価に関係する情報を

多施設から収集し、日本 ICU 患者データベース（Japanese Intensive care Patient Database: 

JIPAD）を構築する。また、結果をベンチマークして機能評価を標準化することを目的とする。 

本研究による介入は一切なく、通常診療の範囲内の情報を収集するコホート研究である。各施設

において、以下の ICU の機能評価に関係する情報を収集する：患者背景（性別、年齢、病名、慢

性疾患の有無、入室の形態、入室の経路、手術の有無）、ICU 在室中の情報（ICU 入室後 24 時間

の重症度スコア、人工呼吸器装着の有無とその期間、動脈圧ラインの装着や体外循環装置、腎代

替療法の施行の有無）、ICU 在室期間および転帰、在院期間および転帰などの各種重症度スコア

算出のために必要なデータを収集する。詳細についてはまた、施設情報として、各参加施設の

ICU 加算認可ベッド数などの設備情報および ICU スタッフ配置の詳細も収集する。詳細について

は https://www.jipad.org に詳述している 

 

【研究に用いる試料・情報の種類】 

 

特定集中治療室加算を算定している集中治療室に入室したすべての患者 

【外部への試料・情報の提供】 

 

研究内容に関しては施設内に掲示し、情報公開する。研究参加の拒否の申し出があった場

合は、該当データを消去する。 

 

【試料・情報を利用する者の範囲】 

 

研究責任者 
東京大学医学部附属病院救急・集中治療科 教授  
土井研人 
役割：データ収集、統括  
 
共同研究機関 
倉敷中央病院、浜松医科大学医学部附属病院、獨協医科大学病院、藤田医科大学病院、香川大学

医学部附属病院、聖路加国際病院、自治医科大学附属さいたま医療センター、堺市立総合医療セ

ンター、兵庫県立こども病院、他 
 



 

 

研究協力者 
東京大学大学院医学系研究科医療品質評価学講座 特任助教 
一原直昭 
役割：事務、参加施設統括 
 
研究協力者 
東京大学大学院医学系研究科医療品質評価学講座 特任研究員 
遠藤英樹  
役割：事務、参加施設統括 
 
研究協力者 
NPO 法人集中治療コラボレーションネットワーク 理事長 
橋本悟 
役割：事務、参加施設統括 
 

【問い合わせ先】 

  本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

  ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出ください。 

  また情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

 仙台医療センター  麻酔科  集中治療室 佐藤 大三（代表研究者) 

 〒983－8520 仙台市宮城野区宮城野２－１１－１２ 

 TEL:022－293－1111 

 FAX:022－291－8114 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


